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モニター感想文

95号を読んでみて

『非 開削技術』といえば，主にシールド工法，
推進工法のほか，管渠更生工法などが非

開削技術として認識されています。それにより，
一般的には『非開削技術＝建設工事』というイメー
ジがあるかと思います。今回の記事のように“建
設工事技術”とは少し異なる『調査・探査・診断』
という技術の特集でしたので，改めて非開削技術
の分野の広さを再認識するものでした。
　『調査・探査・診断』の技術においては，多く
の場合が管路の大小を問わず，管内に人が入れな

い状況となります。様々な厳しい条件下における
無人化技術のほか，調査スピードやデータ精度，
診断・判定など，多岐に渡って非常に高度な技術
が求められることが，特集記事において分かりや
すく，興味深く拝見することが出来ました。これ
からも様々な視点から“非開削技術”を伝えてい
ただける誌面であることを期待しております。河西　一嘉
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今 回特集されていた「管内からの調査・探
査・診断技術」では，不断水による管内カ

メラ調査や超音波による診断，漏水検知等の非開
削技術による診断技術及び診断結果のデータベー
ス化が紹介されており，このような診断技術の
ニーズは高まっていると思います。
　非破壊技術による水道管路内の調査・診断は， 
以前から耳にしていましたが，今回の特集記事で，
大口径～中小口径まで適用が可能であることや水
圧下での調査事例，調査画像の鮮明さ等が紹介さ

れており，水道管への適用について大変勉強にな
りました。
　日本の多くの水道管は，布設から何十年と経過
し，老朽管も多くなっています。全ての経年化し
た管路を更新していくことは，財政面等の問題か
ら，なかなか難しい状況です。記事にあったよう
に，非開削による診断技術が今後，日常的な維持
管理や更新計画の策定において，更新の必要性や
優先度等を判断する材料として期待したいと感じ
ました。
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今 号の特集は「管内からの調査・探査・診断
技術」でした。その中で目を引いたのが長

距離管路調査研究会の記事です。管内をカメラ等
で調査した後，それらのデータをGISマップ化し，
データベースで管理できるとのこと。緯度経度，
管の実測寸法や勾配と管内映像が一元管理されて
いれば，将来の維持管理は容易になっていくと思
われます。
　次に問題となってくるのは，このデータベース
が50年後でも利用できるかということでしょう。

現在使っているデータ形式やソフトウェアが50
年後にあるかどうかはわかりません。このデータ
ベースをオープンな形式でバックアップしていく
ことが必要になると思います。
　また，今号はカメラ調査の記事が多くなってお
りましたので，JSTTホームページ等でカメラ映
像のサンプルを見ることが出来れば，もっと読者
の理解が深まるのではないかと思いました。
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